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障害者自立支援法成立 

 障害者自立支援法案は、前通常国会衆議院で一部

修正の上可決され参議院に送られた後、衆議院解散

により、参議院では審議未了・廃案となりましたが、

総選挙後の特別国会で再度提出され１０月３１日の

本会議で可決されました。 

 この法案は、『障害者が地域で暮らせる社会に・自

立と共生の社会を実現』を目的として、障害者施策

一元化、利用者本位のサービス体系、就労支援強化、

支給決定透明・明確化、安定的財源確保などについ

て定められております。 

 

 

 この法案については、サービスの利用料制度の変

更により、結果的に受益者の負担が増加することな

どから、当事者・関係者・一般市民から、『当事者不

在』との批判・抗議の声が発せられてきたことも事

実です。 

 法律の運用にあたっては、実態を正しく把握した

適切な取り扱いを期待したいと思います。 

 CTF 松阪がこれまで進めてきた障害者の方の自

立支援事業、これからますます重要視されてきます

ので、さらに拡充していかなければなりません。 

 

 

 

 

よいほのもり 

 

？？ ねこ「ふん」じゃった ？？ 

 親父が作業台に使っていた木製の勉強机、

作業台にするとき机の天板も左右と後を切っ

てあるし、脚も片側がなく真っ直ぐには立たないおんぼろの代物です。

ばらして燃えるごみに・・と思ったのですが・・。親父が「これは母

親が勉強するのに正座ではあかんと買ってくれた机なんや！」と言っ

ていたのがなぜかひっかかり、再利用することにしました。 

 天板のまわりに板をうちつけ脚の部分も有り合せの板で作り、引出

しは下三段を無くしてＰＣ本体を収納するようにしてデスクトップ型

パソコン？が出来ました。 

 しかし、つぎはぎでとてもみにくいので色を塗ろうとインターネットで調べると柿渋が天然の材料でシック

ハウスなどの問題もなく優れものとのことです。「柿渋五年物」と「べんがら」（ブラウン）を注文しました。 

 さて柿渋にべんがらをまぜて塗りましたがこの“柿渋” 微妙な有機物の香りがします。塗り終えて外に出

ると、隣の電気屋のおばさん「どこかに猫がうんちしてある、どこへ行っても臭う」と騒いでいました。そし

て自転車で走るわたしをその香りが追っかけてくるのでした。  （Ｗ・Ｈ） 

（参考）http://www.kakishibu.com/top.html 

第３２号 ２００５年１１月 発行：ＣＴＦ松阪 

今月号は文字数が多いので、１ページと２ページ、４ページにＳＰコードをそれぞれ２個ずつ付け

てあります。１ページと２ページ、４ページでは、先に左下のＳＰコードを、次に右下のＳＰコードを

読んでください。 

ここにＰＣ本体が
入っています 
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インターネットを支える技術 Ⅴ 

 

TCP / IP （ Transmission Control Protocol / Internet Protocol ） 

プロトコルというのは、例えば、あなたがフランスへ旅行したとき現地で出会った人と話をしようとしても

日本語とフランス語では意思の疎通ができません。が、幸いにもお互い英語が話せたら、２人の共通語である

「英語」を使って、コミュニケーションを取ることが出来ますね。 

このようにコンピュータ同士が情報の交換を行うネットワークにおいても、同じようなことが言えます。他

のコンピュータとやりとりする時に、共通語があれば便利です。この共通語のことを、「プロトコル 

（protocol）」といいます。 

ネットワークでは、サーバーとクライアントが情報を交換して初めて機能します。プロトコルは、その交信

の方法を規定するものです。言語に英語や日本語などの種類があるように、プロトコルにもいろいろな種類が

あります。参加するネットワークや利用したいサービスにあったプロトコルを使わないと、通信することは出

来ません。 

インターネットで使われているプロトコルが TCP/IP なのです。このプロトコルを共通語にして、すべて

のコンピュータをつなげば、Windows でも Mac でも Linux でも OS のいかんを問わずインターネットにつ

なぐ事が出来ます。 

TCP/IP というのは、「TCP」と「IP」という２つのプロトコルを合わせたもので、下の表のようになって

います。これをプロトコルスタックといい、上の層のプロトコルは下の層のプロトコルを介して通信が行われ

ます。例えば、Web サービス（ホームページ閲覧）なら、ブラウザで http と指定しますね。そうすると「http」

プロトコルは、「TCP」プロトコル、「IP」プロトコルを使って通信をするわけです。 

 

アプリケーション層 http、 ftp、 telnet、 ntp、 nfs 

トランスポート層 TCP、UDP 

インターネット層 IP 

ハードウエア層 PPP、PPPoE 

 

・ アプリケーション層：ネットワーク通信で使用する様々なサービスを規定しています。ここにはアプリケ

ーションごとに様々なプロトコルがあります。 

・ トランスポート層：アプリケーション層からデータを受け取りインターネット層へ引き渡します。この層

には TCP と UDP という２つのプロトコルがあります。 

・ インターネット層：TCP / IP で最も重要な IP がこの層にあります。ルータが IP アドレスを使ってル

ーティングを行なうのもこの層です。IP は UDP と同じく信頼性の低いプロトコルなので TCP と併用

する必要があります。 

・ ハードウエア層：インターネット層のデータを０と１のビット列に変換し、そのビット列を電気信号とし

て送受信します。NIC やケーブルなどの物理的な接続を行なう層です。イーサネットや PPP がこの層

に含まれます。 

つづく 
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第１７回理事会開催 

 

 １０月８日（土）松阪市障害者福祉センター（松

阪市殿町）において、理事８名が出席し、第１７回

理事会を開催しました。 

 内容は次のとおりです。 

 

1.最近の活動状況の報告 

2.今後の活動計画その他の審議（以下の事項を決定しました） 

☆障害者対象個人向けパソコン講座（定例）の開催について 

☆松阪市ボランティアの集いへの参加（協力）について 

 

 

 

 

 

【１０月】の活動報告 

第１７回理事会 

（８日） 

障害者対象個人向けパソコン講座 

（４日、１１日、１８日、２５日） 

障害者宅訪問 IT サポート 

（２４日） 

みえ als の会交流会（IT 支援） 

（１３日） 

ボランティアグループ代表者会議出席 

（１４日） 

【１１月】の活動予定 

障害者対象個人向けパソコン講座 

１日、８日、１５日、２２日 

各９：３０～１１：３０ 

松阪市障害者福祉センターにて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お詫びと訂正 

 先月号第１面上から３行目、財団法人三重ボ

ランティア基金の理事長のお名前は、正しくは

野呂昭彦様でございます。 

 各方面にご迷惑をおかけいたしましたことを

お詫びして訂正いたします。 

 

 

立冬・小雪 

 １１月７日は立冬、２２日は小雪です。 

 これらは二十四節気の名称で、立冬は、「冬

の始まり」で寒くなり始める時期です。 

 小雪は、「山野に雪が見られるようになる時

期」と言われています。 
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リレー随筆ナンバー３０  今月は、CTF 松阪が受注したホームページ制作などでご活躍いただいているワ

ーク会員のお一人からご投稿いただきました。 

 今月から３回に分けて連載する予定ですので、次号もご期待ください。 

 

 

くまさんのひとりごと 

        CTF 会員 No.00** 

今から書くことは、私、くまさんの独り言である。 

独り言ゆえ、つじつまが合わなかったり、支離滅裂であっても、ご勘弁願いたい。 

まあ、笑って聞き飛ばしてもらえたら幸いである。 

「人、人、人、黒山の人だかりである。」 

その一室は、人の熱気と、ザワザワ、ザワザワというどよめきで充満していた。 

今日は、障害者の就職面接会である。 

僕にとっては、障害を持つようになってから初めての体験であるので、この模様を書いてみたいと思う。 

まず僕は、人の多さにビックリ！ こんなにも職を求める障害者は、多いのだろうか。 

人で人で、自由に動くこともできないのである。 

見た感じだと、独歩で歩いている人が多いようなので、比較的軽い障害の人が多いのかな？と思いながら、僕

は、受付を済ませた。 

少々遅れてきたので、もう求職者への説明が、始まっていた。 

少しあせりながら僕は、受付を済ませた。 

受付では、25 社の資料を貰った。バタバタしている間に、もう面接会が、開始されたようである。 

僕は、少々気後れ気味に、人の間を掻い潜り、面接会場に入った。 

面接会場には 25 のテーブルが、整然と並べられ、各テーブルには、2 名ずつの面接官が、いるみたいである。 

「どんな会社が、あるのだろう」 などと思いながら、人ごみでむせ返るような会場の片隅で、僕は、受付で今さ

っき貰った資料に目を通した。 

弱視の僕にとっては、資料に目を通すだけでも一苦労である。 

通勤に不安を感じる僕は、在宅でできる会社がないだろうかと思い、資料をめくった。 

在宅での勤務は、25 社中わずかに 1 社のみであった。 

まず僕にもできるような仕事は、ないかもしれないとは思っていたが、わずかに 1 社とは、なさけない。 

つづく 

 

 

 

 

編集後記 

 

紅葉の季節ですね。皆さんは紅葉を見にいろいろ

な所にお出かけでしょうね。もう少しすれば松阪

公園の木々も、きれいに色づきますよ。 

一度、散歩兼ねてお出かけくだ

さい。 
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